
第２回統計教育シンポジウム報告



105名申込 ／ 91名参加



平成30年度
お茶の水女子大学附属学校園

算数・数学部会

【小学校】

・岡田紘子

・落合菜々子

・河合紗由利

・久下谷明

・野萩孝昌

【中学校】

・大塚みずほ

・藤原大樹

・松本純一

【高等学校】

・阿部真由美

・十九浦美里

・三橋一行

【大学】

・加々美勝久

・真島秀行

・吉田裕亮



プログラム
9：30 開会のご挨拶

真島 秀行 （お茶の水女子大学名誉教授）

9：35 イベントの趣旨説明

加々美 勝久（お茶の水女子大学准教授）

9：40 附属小学校での実践発表（15分）

岡田 紘子 （お茶の水女子大学附属小学校教諭）

9：55 附属中学校での実践発表（15分）

大塚 みずほ（お茶の水女子大学附属中学校教諭）

10：10    附属高等学校での実践発表（15分）

三橋 一行 （お茶の水女子大学附属高校教諭）

10：25 質疑・応答 ※10：40 休憩

10：55 講評と講演（60分）

演題「AI時代の学校で、

統計的探究プロセスPPDACをどう具体化するか」

講師：青山和裕氏（愛知教育大学准教授）

11：55閉会のご挨拶

吉田 裕亮 （お茶の水女子大学教授教授）※12：00 閉会



小学校実践

多面的・批判的に考察する芽を育む

データの活用の授業

お茶の水女子大学附属小学校 岡田 紘子
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第1学年実践「整理して考えよう」

（１）日常事象から課題を設定し、目的を

もって調べる

7

初めて給食を食べる新１年生のために、
４月にどんなメニューが出たら新１年
生が給食を大好きになるかおすすめメ
ニューを教えてね！

何のために調べるのか？
目的をもって学ぶことが大切
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１番おすすめと２番目
におすすめをきく

（２）重みづけが異なるデータを提示し、多面的・

批判的に考察する見方・考え方を引き出す



給食室へ結果を伝える
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附属中学校での実践事例
～初めての「箱ひげ図」の授業実践～

お茶の水女子大学附属中学校

大塚 みずほ

お茶の水女子大学附属学校園連携研究
算数・数学部会 第２回シンポジウム





授業の実際
１時間目：「箱ひげ図」の導入と説明

よく雨が降る地域はどこでしょう？
あまり雨が降らない地域はどこでしょう？



授業の実際
１時間目：「箱ひげ図」の導入と説明

折れ線が重なることによる
読み取りにくさ

※統計ソフト：statlook



授業の実際
１時間目：「箱ひげ図」の導入と説明

この図を見たと
きに，どの部分
に目が向く？

四角い部分と
真ん中の線

線の長さ

※統計ソフト：statlook



統計を用いた探究活動

～反省と対策

お茶の水女子大学附属高等学校

数学科三橋一行





列1 Aバーガー Bバーガー

平均 4.57 4.61

分散 0.68 2.58

標準偏差 0.83 1.62

Aクラス Bクラス Cクラス

平均 51.5 56.0333333 62.3666667

分散 514.916667 1244.89889 85.3655556

標準偏差 22.6917753 35.2831247 9.23934822

問１ 

標準偏差が大きい→平均から遠く離れたデータが多い 

確かに平均はＢバーガーのほうが 0.04cm長いが、 

Bの標準偏差は 1.62(cm)と Aの 0.83(cm)より明らかに大き

いので比較的長さのそろっている Aのポテトが Bより劣っ

ているとはいえない 

対処法として、クーポン券を贈呈する。 

 

問２ 

 

Aクラス→比較的学力はまとまっているが範囲が広い 

Bクラス→極端にできる人とできない人の差がある 

Cクラス→学力がまとまっている 

 

 

問３ 

 

  

0〜9の乱数を発生させたら平均は 4.5になると思っ

たのにならず、もっと発生させる件数やサンプリン

グの大きさを大きくすれば 4.5に近づくかなと思っ

た。 

 



木材生産量と
CO2排出量の
間に相関は
あるのか

C
O

O

※画像はイメージです。実際とは異なります。



自尊心とセロトニン



セロトニンと年齢

セロトニンは年齢が上がると分泌量が減っている。

年齢とセロトニン分泌量の相関係数-0.63202,-0.56666

メラトニンと
セロトニンを
重ねた



自尊心の変化

思春期の自尊心は特に変動が激しい

人生の中で一番下がる時期

セロトニンも減少している

思春期における自尊心の変化にはセロトニンが関
係



結論

セロトニンの分泌量が

思春期に大きく減少していることは、

自尊心の低下に結びついている

本人も規則的な生活習慣を心がけるべき

（睡眠をとる、ナッツを食べる、太陽の光を
浴びる）













お茶の水女子大学附属小学校

河合 紗由利

巻末資料1（小学校）:「測定値の平均」の指導事例
※昨年度シンポジウム発表資料



情報① お茶の水女子大学附属学校園
算数・数学部会 HP

【研究の成果物】

東洋館出版社様のご協力によ
り、本会場入口付近でお買い
求めいただけます。まずはお
手に取ってご覧ください。

昨年度のシンポジウムの報告、成果物の発信、統計の授業で役立つワーク
シートや統計データの提供、統計などの授業に関わる有益なリンク集を公
開しています。リンク集では、フリーの統計ソフトの紹介もあります。



【教材・論文の一部】

情報② お茶の水女子大学附属学校園
教材・論文データベース HP

お茶大とお茶大附属学校園4校園が開発・実践して
きた教育コンテンツ（教材、指導案、論文、発表資
料等 約300件）を広く公開しています。そのコン
テンツを基にした他校での実践事例、実践者のコメ
ント等も掲載してあります。

「ひろさくらべ」（小学校）

「倍の考え（小数倍）」（小学

校）

「資料の整理（データの活
用）」（小学校）

「活用する力を身につける数
学科授業の開発ー1次関数に
おける知識の活用場面に着目
してー」（中学校）

「いかさまダイス（統計的確
率）」（中学校）

「折り紙で立体を折ろう」
（高校）

「数学の活用に関する一考察
～ゲーム理論の授業から～」
（高校）



参加者アンケートより n=70



参加者アンケートより n=83



参加者アンケートより n=83



参加者アンケートより n=132



• （小・教員）実践発表も青山先生のご発表も大変勉強になりま
した。小中高の実践を一度に聴ける機会はなかなかないので、大
変貴重な会でした。ありがとうございました。

• （小・教員）実際の統計の授業を小中高で見たい。そのあとで
の協ギ会をした方がおもしろかったと思う。少し連携が見えづら
かった。

• （中・教員）小学１年生のレベルが大変高くおどろきました。重
み付けの工夫が素晴らしく、ためになりました。講話は１時間という
時間でないくらい濃いものでした。教材研究したくなりました。

• （中・教員）小中のつながりが強調されていて、わかり易かった
です。また、資料も多くあり、ありがたいです。加々美先生のP.P.も
もらえるといいなと感じました。「PPDACの授業」というのが１つの
テーマだったと思いますが、箱ひげや相関係数といった言葉に注
目が集まっていたので、そもそものプロセスがどうだったのか、実
践をふり返る視点としてあってもよかっとと思います。ありがとうご
ざいました。

• （中・教員）幼小中高大と発達の段階に応じて、つながりを意識
して指導していくことが大事なんだと分かった。一日ですごい勉強
になりました。まずは授業をする前に、私自身が勉強しないといけ
ないと思いました。

参加者アンケートより



• （中・教員）箱ひげ図、まだまだ理解できていない教員が世の中にたくさ
んいると思います。いい提案をありがとうございました。

• （高・教員）私は社会科教員です。もしかしたら本日のシンポジウムの
参加者は、ほとんどが算数・数学の先生かもしれませんが、統計教育は教
科に関わらず、どの教員にも関係するものではないかと思っています。ぜ
ひ次回のシンポジウムはより開かれた会になることを期待しています。あり
がとうございました。

• （中高・教員）最近データの分析の授業をして上手くいかない部分が
多々あり、参考にさせていただきたく参加しました。相関係数の取り扱いが
難しかったですが、分析の初めにもってくるということに納得しました。

• （大・教員）小中高のそれぞれの実践研究についてはよく理解できまし
たが、テーマである小中高の体系的指導の現段階の状況や今後の見通し
をもう少し知りたかったです。青山先生のお話しをもう30分位ほしかったと
思います。

• （大・教員）小学生の実践がとても面白く感じました。幼児であれば同じ
大きさのカードを渡して好きな果物を描き、それを並べてみるということもで
きそうです（カードの裏の工夫がとても素晴らしいです）。幼稚園やこども園
の先生とも共有できたらよい内容だと考えました。

• （会社員；小保護者）小中高、全ての先生の授業内容や目的、目指す
事が、それぞれ聴く機会はないので、非常に参考になり興味深かったです。
例えば、先生以外の方も幅広く参加することで、よりお茶の水の教育方針
が理解されると思いました（附属校の父兄が聴く事で、より学校への理解も
深まるかもしれません）。

参加者アンケートより n=132


